
愛知県立南陽高等学校Nanyo　Company部は平成22年度に創部し、商品の開発・販売、地域イベントへの参加
等を通して地域貢献を目的とした活動を行ってきました。そうした地域貢献の一環として環境にも目を向け、平成24
年度よりカーボン・オフセット制度を活用し、温室効果ガス排出量ゼロ弁当の開発や、温室効果ガスゼロイベントの提
案等を行い、学校行事や地域のイベントでも温室効果ガス排出量を削減してきました。こうした取組は新聞や各種
マスコミにも取り上げられ、様 な々団体から表彰を受け、令和元年度には地球温暖化防止活動環境大臣賞を受賞
するなど波及性も高い取組となっています。
本校が所在する名古屋市は、「環境問題解決に向けた積極的な行動を起こすべきだ」という市民の割合を増加

させる政策を打ち出していました。そこで、地域貢献の一環として環境問題解決の一助となるべく、カーボン・オフセッ
ト制度とCOOL　CHOICEを活用し、環境意識向上に向けた
啓発グッズの開発と配布、環境配慮型商品の開発と販売を行
うことで、市民や事業者の意識の向上を図り、販売で出た利益
については植林や公園や街路樹などを守る取組に寄付をす
ることで、ＳＤＧｓの実現にも寄与する環境に配慮した一つのサ
イクルを作り上げています。
これからも地球環境にも配慮した商品を生産・流通に携わ
る皆さんに提案し、そうした商品を消費者の皆さんに提供する
ことで、「買い物で未来が選べる町づくり」を実現したいと思い
ます。

★Nanyo Company部の部員と開発した環境配慮型商品

ＳＤＧｓの目標達成に向けた、
環境に配慮した商品開発と販売・寄付に至る一連の流れ
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高校生発！環境配慮型商品の開発・販売を
通した買い物で選ぶ町づくり
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● 一般社団法人 静岡建設業協会
● 地域の安全と環境を守る、巴川河川美化清掃活動

清掃活動を続けている巴川は、1974年7月7日の七夕豪雨により氾濫し、静岡市内の
流域の住宅地に大きな被害が発生しました。これを契機として、翌年度より地域の安全
を確保し社会に貢献する活動として、また七夕豪雨を忘れないために活動が始まり、
45年以上も継続して毎年6月に約100名の会員が参加して約500ｍの区間の草刈りと
清掃を行っています。

活 動 名

受賞団体

● 高山市若者等活動事務所 村半
● 村半 ～飛騨高山の町屋建築を舞台とした 若者による地域の未来づくり～

古い町並の中心部にある大規模で歴史的価値の高い町家を公有化し、若者の活
動を主眼とした拠点施設「村半」として改修整備しました。
地元高校生による学校の垣根を越えた意見交換、若者グループによる交流、市外か

らの大学生による地域資源との接続の場等として利用され、人とひと、人と飛騨高山の
まちを結び付けることによる持続可能なまちづくりを目指しています。
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● 長野県上伊那農業高等学校 コミュニティデザイン科グローカルコース
● 伊那谷活性化プロジェクト～私たちがデザインするＭＩＲＡＩＮＡカンパニー～

伊那谷は、さまざまな生命を育む里地里山と、伝統産業を守る人や先進産業に挑戦
する人が交わる、豊かな学びの機会に恵まれた場所です。私たちグローカルコースが
挑戦する「MIRAINAカンパニー」とは、高校生が主体となって、伊那谷をフィールドに
命に学び、地域をデザインする組織であり、地域課題を自らの問題として捉え、自分と伊
那谷をデザインしていきます。
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● 特定非営利活動法人 チーム道行竈
● 人口37人の集落「道行竈」の挑戦！ 日本酒プロジェクト

道行竈はかつて平家の子孫が移り住んだ人口37人の限界集落。地域住民が大学
や役場と協働で耕作放棄地を活用して米づくりを行い、自ら「純米吟醸道行竈」、「道
行竈のお米」を販売しています。“日本酒造り”をきっかけに先祖から受け継いだ水田を
復活させ、竈方の誇りや文化を守り継ぎながら、若い世代も道行竈で生活できる仕組み
作りを目指し活動しています。
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● 佐屋高校 文鳥プロジェクト
● 白文鳥の町弥富を再び～弥富文鳥文化復活を目指して～

白文鳥誕生の地である愛知県弥富市は、最盛期には200軒以上の文鳥農家があり
ましたが、現在消滅の危機となっています。そこで農業高校生である私たちが、弥富文
鳥文化を未来へ繋げていくことを目標に活動しています。現在は、大学と連携して遺伝
資源保存に向けて繁殖を行っています。また、地域と連携して文鳥を観光資源としても
活用する取組を実施しています。
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●さくらの架け橋会
● 視覚障害者にもやさしい「公的トイレ改良 大作戦」

様 な々障害を抱えたみなさんと一緒に安心安全な街づくりの活動を行っています。
その一つが、視覚障害者にとって使いやすい公共トイレの提案です。行政、デザイン

専門学校の生徒さんの協力のもとに、今年度は県内道の駅のトイレに男女マークなど
の立体ピクトを設置しました。今後も、さらなる問題点の拾いだし、そして全国への普及
に向けて活動を続けていきたいです。
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